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住み心地一番の
「愛と和のまち」を目指して

野々市市長

粟
あわ

　貴
たかあき

章

野の

々の

市い
ち

市し

（石川県）

新
　
市
　
紹
　
介

「
野
」の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

野
々
市
市
は
、
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

山
・
海
の
な
い
全
く
の
平
坦
地
で
、
北
東
部
が
金

沢
市
と
南
西
部
が
白
山
市
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い

ま
す
。
手
取
川
が
生
ん
だ
肥ひ
よ
く沃
な
る
扇
状
地
、
加

賀
平
野
。
田
園
の
広
が
る
大
き
な
扇
に
抱
か
れ
る

よ
う
に
野
々
市
市
が
あ
り
ま
す
。

　

映
画「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」の
監
督
、

米
林
宏
昌
氏
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
本
市
に
は
、

今
も
映
画
そ
の
ま
ま
の
緑
豊
か
な
風
景
が
広
が
り

ま
す
。
霊
峰
白
山
に
源
を
持
つ
伏
流
水
と
用
水
の

数
々
が
大
地
を
う
る
お
し
、
農
業
先
進
地
と
し
て

多
彩
な
生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

食
品
製
造
業
や
繊
維
業
な
ど
、
豊
か
で
上
質
な
水

を
利
用
し
た
産
業
の
立
地
に
も
よ
く
、「
野
」
の
恵

み
が
ま
ち
な
か
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
約
３
５
０
０
年

前
の
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
生
活
が
営
ま
れ

た
国
指
定
史
跡
御
経
塚
遺
跡
や
白
鳳
時
代
末
の
７

世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
国

指
定
史
跡
末
松
廃
寺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
室
町
時
代
に
は
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」
に

登
場
す
る
守
護
職
富
樫
氏
の
館
が
置
か
れ
、
加
賀

の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

今
も
市
内
に
伝
わ
る「
じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
」に
唄
わ
れ

る
歌
詞
は
、
富
樫
氏
の
治
世
を
称
え
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
に
は
、
旧
北
国
街
道
沿
い
は
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
喜
多
家
住
宅

な
ど
懐
か
し
い
街
並
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
市い

ち

」に
集
う
ま
ち

　

現
在
は
、
金
沢
工
業
大
学
、
石
川
県
立
大
学
、

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー
を
市
内
に
有
し
、

学
園
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
産
学
官
の

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
酒
の
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
え
ふ
え
む
・

エ
ヌ
・
ワ
ン
」
の
運
営
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
行
事
の
ほ
か
に
も
、
毎

年
秋
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
一
流
の
ジ
ャ
ズ
奏
者
を

迎
え
る“BIG A

PPLE in N
onoichi

”に
は
、
市

内
の
み
な
ら
ず
、
日
本
中
か
ら
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
が

集
ま
る
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
文
化
芸
術
活
動
も

市
制
を
機
に
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
住
宅

地
・
道
路
の
整
備

も
進
展
し
、
商
業

集
積
地
域
に
は
市

内
外
か
ら
の
買
い

物
客
が
多
く
訪

れ
、「
市い
ち

」の
名
の
と
お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
人
や
モ
ノ・

情
報
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市し

」と
な
っ
て
新
た
に「
一
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

野
々
市
市
。
引
き
続
き
、
定
住
化
促
進
策
や
教
育

環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
は
都
市
と
し
て
の
品
格
を

高
め
る
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
な
ど
各
種
施
策

を
着
実
に
実
行
し
、
市
民
と
共
に
考
え
、
共
に
育

む
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
11
月
11
日
に
、
市
制
施
行
に

よ
り「
野
々
市
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

夏の風物詩「野々市じょんからまつり」

●人　口　4万7921人
●世帯数　2万603世帯
●面　積　13.56㎢

（平成23年11月30日現在）

●主要産業
卸売・小売業、飲食サービス業

●特産品
キウイフルーツ、かぶら寿し、大根寿し

●観光名所・旧跡
御経塚遺跡、末松廃寺跡、旧北国街道、喜多家住宅

●行事・イベント
椿まつり（3月）、虫送り（7月）、野々市じょんからまつり

（7または8月）、野菜御輿巡行（10月）、BIG APPLE 
in Nonoichi（11月）

新市プロフィール

金沢市
野々市市




